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株式会社ウェザーニューズ
防災チャットボットプロジェクト
上谷  珠視

ICTの活用による防災・減災の推進に関するセミナー

防災チャットボット”SOCDA”が実現する災害情報の把握と提供
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1970年1月　

福島県小名浜港を

爆弾低気圧が直撃。

入港中の大型貨物船が沈没し、

15名の船員の命が失われた。

「船乗りの命を守りたい」

ウェザーニューズの起源

22
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44の市場に気象リスクへの対応策を提供

Sea Planning Sky Planning Broadcast Planning

Wonderand Planning Mobile/Internet Planning

Environment Planning Sports Planning

3
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　■ 内閣府主催の国家プロジェクト

　■ 府省連携による分野横断的な取組を産学官連携で推進
　　　　　　　　　自動運転、医療、IoTセキュリティ、防災...etc.

　■ 基礎研究から実用化・事業化までを見据えて一気通貫で研究開発を推進

ウェザーニューズは、第2期SIP課題「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」において、

防災チャットボット”SOCDA”の開発を行っています。

国立研究開発法人情報通信研究機構
対話中の表現から災害情報抽出するAIエンジンの開発

LINE株式会社
プラットフォーム提供

株式会社ウェザーニューズ
防災チャットボット”SOCDA”の研究開発
防災市場で全国的な社会実装の実績

国立研究開発法人防災科学技術研究所
国の災害情報流通ネットワーク”SIP4D”の開発

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

4
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AI防災協議会

AI防災協議会*  平井卓也 衆議院議員
（デジタル改革担当大臣）の講演の様子

会員団体
LINE株式会社、損害保険ジャパン株式会社、ヤフー株式会社、
パナソニック株式会社、株式会社Spectee、株式会社JX通信社、
国立研究開発法人情報通信研究機構、国立研究開発法人 防災科学
技術研究所,株式会社ウェザーニューズ　他

自治体会員
北海道森町、福島県、神奈川県、長野県佐久市、兵庫県神戸市、
広島県　他（全35自治体）

産官学が一丸となって、AI・SNS等をはじめとする先端技術・ITインフラを活用することによって、災害に対する
レジリエンスを向上させ、防災・減災にかかる課題解決を目指すことを目的としています。

実証実験の実施 データ利活用等について協議 被災地域の支援
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開発の進めかた

6

研究開発

社会実装

導入

新しい機能や技術について研究開発を進め、プロダクトの成長をはかる

実証実験や訓練などで機能の有用性等を検証

希望する自治体には先行的に導入し運用を開始
　　・・・広島県、三重県、徳島県、南相馬市　他
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　『チャットボット』とは
LINEなどのSNS上で、AIロボットが人間に変わり、利用者と自動で対話するシステム のこと。
最近は一般的にも様々な分野でチャットボットが使われてきており、ウェザーニューズは防災の分野にこの
仕組みを活用しています。

防災チャットボットが一人ひとりと対話し

必要な情報を提供・収集を行う

防災チャットボット”SOCDA”のご紹介

災害ごみはどこに捨て
たらいいの？

自身の安全が確保できる場
所で、周辺の被害状況を登
録してください。

周辺で道路崩壊が発生してい
ます。近づかないよう注意して
ください。

避難行動要支援者で
すが、家族といるので
大丈夫です。

7
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災害時の課題

発令対象地域が広すぎて、
　　本当に自分の居場所は危険なのか？
　　　　どこに逃げればいいのか？

電話での通報で情報を収集し、
　　　　　職員が現地まで行って確認する。

　　店舗ごとの被害状況を確認する手間。

電話で受けた通報を紙の地図やホワイトボードに写す手間。

役所に手続き等の問い合わせが殺到。

問い合わせを受けても、公的機関では回
答できない問い合わせも多数

多忙な中でHP等の更新が難しい。

情報を収集しても
整理できない

被害状況の把握が困難

自分ごとにならずに
避難行動につながらない

駅には帰宅困難者が殺到

役所に
問い合わせが殺到

帰宅困難者の受入れ拡充 92施設を指定 | 中区・西区 | タウンニュース　より

住所異動や証明書交付などで混雑する中央区役所の待合スペース：
北海道新聞 どうしん電子版　より

緊急速報
●●市【警戒レベル 4】避難勧告
9月9日16時45分、土砂災害警戒情報の
発表に伴い、●●市の一部地域に【警戒レ
ベル4】避難勧告を発令（ ●●区は9月9日14
時00分に発令済み）

対象地域：土砂災害警戒情報の発表とと
もに避難勧告を一斉に発令する区域とし
て対象の方に事前に周知している区域
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事前 事後事中

災害タイムライン

メッセージ配信画面で対象を絞り込み

伊丹市訓練
要支援者に安否確認配信

気象条件や所属、地域等によって
ピンポイントに必要な情報を届ける。

外部システムと連携し、
出動のトリガーを自動配信。

特に気になる事象について、質問・選択肢等を自由に作成し、調査
を配信することも可能。

所属→

地域→

三重県実証実験
河川ごとに水位の情報を自動配信

必要な情報を、必要な人に提供する　情報配信

9

気象条件や所属によって
情報の出し分け

業務トリガーを自動配信

不足している情報を
集める呼びかけ

ハザードマップと連動
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現地から迅速に詳細な被害把握　情報収集

事前 事後事中

災害タイムライン

使い慣れたLINEから被害報告ができるため、
迅速に多くの情報が集まる。

三重県水防団
河川巡視報告

佐久市
除雪剤散布報告

台風19号
職員向けには専用のID/PASSを発行

できるため、信頼性の高い情報収集が可能。

□　対応不要
□　未対応
□　対応中
□　対応済

✔

被害報告に対して、
対応履歴を管理できる機能を現在開発中。

収集したい情報に合わせて
質問や選択肢を自由に作成。

10

住民や職員から被害報告

業務に合わせた使い方

店舗の被害状況や
従業員の安否確認
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収集した情報を整理　情報自動集約

事前 事後事中

災害タイムライン

報告された内容をAIが分析し、災害種別を自動判定してくれる。
災害種別や投稿者の所属（市民 / 職員など）でフィルタリング表示。

被害を受けたが営業可能・無事

深刻な被害で営業不可

被害を受けたが営業可能・無事被害を受けたが営業可能・無事被害を受けたが営業可能・無事

店舗A

店舗B
店舗C

店舗E

店舗D

AIの自動分類

特に危険なものは
周辺住民に周知

「周辺で道路崩壊が発
生しています。近づかな
いよう注意してくださ
い。」

被害の詳細を聞き込み

「倒木により、道は塞がれ
ていますか？」

問題のある店舗やエリアを一目で把握。
次のアクションに繋げることができる。

11

収集した情報は
AIが自動でカテゴライズ

店舗ごとの状況を
一目で把握
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水道トラブルの投稿に絞って表示

市からの配信内容

2021年2月13日福島沖地震　南相馬市の事例

12

地震発生から2時間程度で55件の投稿（市からの呼びかけ等なし）。

最終的にこの地震に関して 130件の投稿が集まった。
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実際に南相馬市市民に公開されている被害報告MAPは、下記のURLより閲覧いただけます。

　　　南相馬市　被害報告MAP
　　　https://d2d6jgsy3jgncn.cloudfront.net/report/map

MAP画面左上の虫眼鏡マークから、日時の条件変更すると、過去の投稿が見れます。

（参考）南相馬市 被害報告公開ページ

13

https://d2d6jgsy3jgncn.cloudfront.net/report/map
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逃げ遅れゼロを実現する　避難支援

事前 事後事中

災害タイムライン

ハザードマップなどの活用

事前に避難の設定をしておく事で、住民のいる場所によって避難
のタイミングを推薦してくれる。マイタイムラインとしての活用。

避難を決めた人に対しては、避難完
了までどのように行動すればいい
か、対話しながら案内してくれる。

14

危険度を考慮した
避難の提案

避難完了まで
対話をしながら案内

事前に避難の設定をする

ハザードと避難所・現在地を地図
表示

事前の設定がない場合
近隣の避難所を紹介
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準
備
完
了

避
難
中

避
難
完
了

　　　　　　 ←避難所定員

　←避難済み

　←避難中

避
難
準
備
中

事前 事後事中

災害タイムライン

住民一人ひとりの避難ステータスがわかるので、
分散避難の把握にも有用。

危険な地域にいるのに逃げない、応答がない人に対してプッ
シュ配信等することで、逃げ遅れを減らす。

新しい避難所開設の判断や、
混雑予測を公開して分散避難を推奨す

ることもできる。

逃げ遅れゼロを実現する　避難支援

避難の自由度　　避難状況　　避難場所

15

ユーザーごとの避難状況を把握 避難所ごとの
満空状況・混雑予測
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避難所ごとの満空状況  

藤沢市 
鎌倉市 

河川氾濫の危険性 
のため渡れない 

越境避難の 
受け入れを決定 

避難所は定員オーバーとな
りそうだが、河川氾濫の危
険があるため、空いている
市内の避難所への避難は
危険。 隣接の市と連携し、隣の市で避難

者の受け入れを決定。

県でも現地の情報を早期に把握。隣の自治体と連携した広域避難が実現できることも確認された。  
住民の避難を促すだけでなく、市と県の災害対策本部の意思決定にも有用。  

⇦避難所定員 
⇦避難者数（円グラフの赤） 
⇦避難中（円グラフの黄色） 
 

県でも早期に避難所の状況を把握し、 
要請があれば応援に回れるよう準備。 

神奈川県訓練　避難支援機能を使って広域避難を実現
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事前 事後事中

災害タイムライン

駅周辺のレジリエンス向上　帰宅困難者の支援

施設ごとの被害状況・受け入れ可能人数等を
チャットボットを通じて収集。

施設ごとの受け入れ可否等を利用者に共有し、
空きがあり安全な場所に避難してもらう。

17

施設管理者間で情報共有 周辺施設の利用者に情報提供

受け入れ可能

受け入れ不可
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事前 事後事中

災害タイムライン

問い合わせ対応　自動応答で業務を効率化

●●●

民間が持つ情報を
チャットボットで案内

自治体からは案内できない
保険などの情報

営業している店舗や
在庫物資の情報

Lアラートと連携することで、開設されている市内の避難所のうち、利用者
の現在地に近い場所を教えてくれる。

選択式で問い合わせ自由入力で問い合わせ

18

問い合わせに自動応答

Lアラートと連携
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19

9,032件の問い合わせにAIが自動回答
（2019年9月23日～2019年10月31日）

台風15号からの復旧

2019/10/3
台風18号
日本海通過

台風19号の事前・時中 台風19号からの復旧

　LINEアカウント
「千葉県災害2019」の回答実績

⇦

2019年台風15号,19号　千葉県の事例
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防災チャットボットで実現する災害対応支援

事前 事後事中

業務トリガー等を自動配信

気象条件や所属によって情報の出し分け

住民や職員からの被害報告

巡視報告や店舗の状況把握

収集した情報をAIが自動で整理

避難のタイミングを推薦 住民の避難支援

住民の避難状況を把握

避難所の満空状況・混雑予測

問い合わせ自動応答

Lアラートと連携した避難所案内

報告書等資料作成

災害タイムラインに沿って
一貫した災害対応支援

府省庁 自治体 民間企業 住民

立場や置かれた状況
に合わせて活用

20



“Confidential”  

Copyright©Weathernews Inc.          21

今後の展望

国の防災情報ネットワーク基盤”SIP4D”

●物資支援システムとの連携

●コロナ禍における分散避難、
　　　　避難所運営支援機能の充実

●要支援者の個別支援計画に対応

府省庁 自治体 民間企業 住民
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防災チャットボット”SOCDA”
無償トライアル受付中！

22

「防災チャットボット」に関するお問い合わせはこちらから
https://biz.weathernews.com/chatbot-trial

https://biz.weathernews.com/chatbot-trial



